
平成 5年度ポリオ流行予測感受性調査成績について

原田誠三郎 田中恵子 斎藤博之 佐野 健

伝染病流行予測調査として，秋田県大曲市の一般健康住民243人から採取した被検血清を用いて， ポリオウイルス感

受性調査（中和抗体位乳i調査）を実施した．その結果，抗体保有率 (4倍以上）は， Il型が96.7％と最も高く，次いで

I型の87.2％とIII型の74,1％であったまた， 0~ 1 (5人）， 2~ 3 (1人）及び25~29歳群 (2人）の 8人は， I 

~III型のすべてに抗体保有か4倍木満であった． これらの 2~3歳群以下の6人は，ポリオワクチン未接種者であった．

また，今回， 25~29歳群かポリオウイルスI~III型に対して全抗体が4倍未満であったことや，特にIII型 (4倍以上）

の7~9 (56%)及ひ20~24歳群 (48%)に低保有率かみられたことなどから， これらの特定年齢群への対応等が今後

の課姻として考えられた．

キーワード：伝染病流行予測調査，ポリオウイルス，中和試験，抗体保有率

I はじめに

わが国のポリオウイルスによる急性灰白髄炎の届出患

者数＇）を昭和 24年から36什にかけてみると，毎年， T人

巾位の届出がなされている．特に35年には，その期間中

で最も多い5,606人であった． しかし， 36年 1月2)から

のソークワクチンの接種，及びInl年7月からの生ワクチ

ンの投与実施により， 37年以降の患者数は激減した． こ

のような背景の中で，平成5年度の伝染病流行予測調査

として， ポリオウイルス感受性調査（中和抗体保有調査）

を実施したので，その結果を報告する．

II 材料と方法

1.材料

(1) 使用細胞

当所で維持培社しているVERO（猿腎由来）細

胞を用いた．

(2) 使用ウイルス株

国立予防衛生研究所から配布されたSabinI, 

Sabin II, Sabin皿型ワクチン株をVER

〇細胞に継代後使用した。

(3) 培養液

VERO細胞増殖川培韮液には，牛胎児血清（F

CS)を5％に含むMEM培韮液を用いた．また，

維持培養及び被検l(ll泊の布釈には， 2％のFCSJJII

MEM培養液をJIlいに．

(4) 被検廂清

平成5年9月3日から 6年1月13日にかけて，秋

田県大曲市の一般健康住民243人から採取した．
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2.方法

伝染病流行予測調査検企術式‘1に準し，中和試験で実

施した．

皿結果

各年齢群のポリオウイルスに対する抗体保有状況を表

1及び図1, 2に示した． I型の4倍スクリーニングで

は， 4~6と7~9歳群が抗体保有率100％を示し最も

高かった．次いで2~3,10~14, 30~39及び40歳群が

90.0~96.2％の保有率を示すとともに， 15~29歳群まで

70.0~84.0％と高かったまた， O~l歳群では65.0%

てあった．次にII型では， 4 ~ 6, 7~9, 10~14, 15 

~19, 20~24, 30~39及ひ40歳群か100％の高い値を示

すとともに， 2~3並びに25~29歳群では90.0％台であっ

た．また， O~ 1歳群では75.0％を示した．次に皿型で

は， 90.0％以上が10~14及び40歳群の年齢にみられると

ともに， 4 ~ 6, 15~19, 25~29並びに30~39歳群では

70.0~80.0％台を示した． しかし， 0 ~ 1, 7~ 9及び

20~24歳群は， 40.0~56.0％と同スクリーニングの中で

は最も低かった．

次に I型の16倍スクリーニンクでは， 4~6歳群が

100％と最も高かった． また， 2 ~ 3, 7~ 9及び10~

14歳群では90.0％台を示し， O~l、15~19,25~29, 

30~39並びに40歳群では50.0~70.0％台であった． しか

し， 25~29歳群は45.0％と低かった． II利では， 4~6,

7~9, 15~19及び20~24歳群が100％であった．また，

0~1歳群は55.0％であったが， その他の各年齢群は

85.0~96.0％台の高い値を示した．同様に皿型について

みると， 2~3, 30~39及び40歳群で65.0~75.0％であっ



た．次いで25~29と30~39歳群の50.0%~65.0％であっ

た． しかし，その他の年齢群は38.0％以下で，特に， 15

~19歳群では20.0％台と最も低かった．

次に I型の64倍スクリーニングでは， 2~3歳群が最

も高い96.2％を示し，次いで4~6歳群の80.9％と 7~

9歳群の76.0％であったまた， 15~19歳群以上の各年

齢群では10.0~20.0％台であった． II型では， 2~3か

ら20~24歳群にかけて80.0~90.0％台かみられるととも

に，その他の年齢群では55.0~70.0％あった．また， m 
型では， 0 ~ 1, 2~3, 30~39及び40歳群に30.0~

42.3％の保有がみられたが， その他の年齢群では9.5%

以下と低く，特に、 20~24歳群では，抗体保有者は全く

みられなかった．

なお， 0~ 1 (5人）， 2~3 (1人）及び25~29歳

群 (2人）の 8人の抗体保有は， I～rn型の全てが4倍
未禍であった．

表1 ポリオウイルス抗体保有状況

年齢群 被検者数
I型

4倍 16倍 64倍
＇ 

- r 

0~1 20 (65.0) (60.0) (55.0) 

2~3 26 (96.2) (96.2) (96.2) 

4~6 21 (100.0) (100.0) (80.9) 

7~9 25 (100.0) (92.0) (76.0) 

10~14 33 (93. 9) (90.9) (39.3) 

15~19 29 (75.8) (58.6) (13. 7) 

20~24 25 (84.0) (64.0) (12.0) 

25~29 20 (70.0) (45.0) (15.0) 

30~39 20 (90.0) (75.0) (25.0) 

40~ 24 (91.6) (54.1) (20.8) 

抗体保有率(4倍以上） 212/243(87.2) 

（ ） ：パーセントを示す。

IV 考察

今回の調査結果では，ポリオウイルスに対する対象者

全体の抗体保有率 (4倍以上）は， II型が96.7％と最も

高く，次いで I型の87.2％及びllI型の74.1％であった

これらの抗体保有状況は， これまで当所で実施した同調

査結果4~8) や他県の同調•西報告＇～II) から同様な成績か得

られている．

一方， I ~III型の全てに対する抗体保有が4侶未悩で

あった25~29歳群 (2人）を除く 0~1歳群 (5人）と

2~3歳群（ 1人）については，調査時に実施したアン

ケート結果からポリオワクチン未接種者であるごとが確

認され，今後，同ワクチンの定期接種を受けることによ

り抗休獲得が可能と思われる． しかし， ごれまで国内で

ポリオ野生株の常在しない環境か維持されていると考え

られていたが叫 1993年1月22日に滋賀呪立衛生環培セ

ンターで毎月実施しているウイルス検出検査で，インフ

ルエンザ様疾患の咽頭ぬぐい液からポリオウイルスIll型

の野生株が分離されている戌 このようなことから今後，

上記の抗体4倍未悩がみられた25~29歳群や，既に述べ

られている I及び皿型の特定年齢群における低保有率12)

II型 I[型
4倍 16倍 64倍 4倍 16倍 64倍

(75.0) (55.0) (55.0) (40.0) (35.0) (30.0) 

(96.1) (96.1) (96.1) (88.4) (73.0) (42.3) 

(100.0) (100.0) (90.4) (80.9) (38.0) (9.5) 
← • • 

(100.0) (100.0) (96.0) (56.0) (36.0) (8.0) 

(100.0) (96.9) (84.8) (93.9) (48.4) (9.0) 

(100.0) (100.0) (93.1) (72.4) (20.6) (3.4) 
- - -·-~~ 

(100.0) (100.0) (92.0) (48.0) (20.0) (0.0) 

(90.0) (90.0) (70.0) (70.0) (50.0) (5.0) 

(100.0) (85.0) (65.0) (85.0) (65.0) (30.0) 

(100.0) (87.5) (54.1) (95.8) (75.0) (33.3) 

235/243(96.7) 180/243(74.1) 

が今回の調査で皿型の 0~1 (40.0%), 7~ 9 

(56.0%)及び20~24歳群 (48.0%)にみられ，それら

への対応等が今後の課題として考えられたちなみに公

衆衛生審議会伝染病予防部会12)は， 1988年8月，ポリオ

生ワクチンについて，法律に甚づく定期接種以外に海外

渡航者等に，任意接種か容易に受けられるようにするこ

とが望ましいと勧告しており，上記の今後の対応策の一

つとして，同勧告か早期に実施されることが必要と考え

られた．

V まとめ

平成5年度，秋田県大川l市の一般健康住民を対象とし

て実施したポリオ流行予測感受性調査結果から，次の成

績か紺られた．

1.ポリオウイルスに対する対象者全体の抗体保有率は

II型が96.7％と最も高く，次いで I型の87.2％と皿型

の74.1％であった．

2. 0~1 (5人）， 2 ~ 3 (1人）及び25~29歳群

(2人）の8人の抗体保｛］は， I~III咽の令てが 4倍

未満であった．
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図2 ポリオ抗体保有状況 (64倍スクリーニング）

（単位： ％） 
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3. 0~1 (5人）及び2~3歳群（1人）の6人は，

ポリオワクチン未接種で，今後，同ワクチンの定期接

種で抗体獲得が可能と思われた．

4. 今回の調査で， ポリオウイルス I~III型の全てに対

して抗体4倍未満を示した25~29歳群や，低抗体保有

率特定年齢群への対応が，今後の課題として考えられ

た． 5.上記の今後の対応策の一つとして，公衆衛生

審議会伝染病予防部会の勧告が早期に実施されること

が必要と考えられた，

稿を終えるにあたり，検体採取等にご協力いただきま

した大曲保健所及び関係機関の担当各位に謝意を表しま

す．
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